
＜教育利用＞ ④１年道徳科の実践

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

【ガイドライン】（活用が考えられる例）
③グループの考えをまとめたり、アイデアを出す活動の途中段階で、生徒同士で一定の議論やまとめをした上
で、足りない視点を見つけ議論を深める目的で活用させること。

【学習テーマ】
クラスの生活をよくするために（公正・公平）

【概要】
教師からプロンプトのひな型を生徒へ配付し、自分の意見が出てこ
ない時や、自分の意見と異なる意見を知りたいときにChatGPTを
活用するように促しました。また、グループで話し合い、まとめた意
見をChatGPTに入力して、グループの考え以外の視点がないか
確認し、意見を練り上げました。さらにChatGPTから出力された意
見に納得できない場合は、再度提案させるようなプロンプトを入力
しました。

【活用の流れや工夫点、生徒の様子等】
生徒たちはChatGPTが新たに指摘した視点について、再度検討
し、自分たちの意見が妥当なものなのかを確認していました。他に
も、普段使いで生徒が考察した内容をChatGPTに入力させ、他
に何かあるかを聞いたり、批判させたりしています。


